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難
航してい
た
レー
ガン
大統
領
と

ゴルバ
チョ
フ
市
記長に
よ
る米
y首

脳
会
法が再び
実現
することに
なっ

た 。
この
窃突が
示
すよ
うに 、
八
0

年代
後半
の国際
関係は 、
い
よい
よ

二
十一
世
紀に
向け
て
七0
年
代末以

来の「
新
冷
戦の
時
代」
か
ら
大き
く

転
換し
よ
うとし
てい
る。
こ
うし
た

新
しい
国際
的舞台に
おい
て 、
ア
ジ

ア・
太
平洋
時
代の本
格
的
な
料開
け

がい
ま告
げ
られつ
つ
あ
る
といえ
よ

う 。
現に一
九八三
年
寄
境として 、

ア
メ
Dカの
貿
易総
額の
う
ち東アジ

ア
地
域ないし
は西太平洋
地
域
の
占

め
る
割
合は 、
ヨ
ーロッパ

地
域の
そ

れ
を大
き
く
渡部
寸るにい
たっ
て
お

り 、
い
ま
や世界経
済の
重
心はアザザ

ア・
太
平洋
地
域 、
その
な
かで
もと

くに煎
アジ
ア
地
域に
移っ
て
きてい

る。その
熊アジア
地
域
は 、
中
国 、
北

朝
鮮
などの
社会
主
諸国
を除い
て 、

台湾 、
緯
国 、
番
感 、
γン
ガポール

のい
わ
ゆ
る
NI
CS〈新興工
業諸

国）
と
日
本
か
ら成っ
てい
るこ
と
は

い
う
ま
で
もない 。

め

ざ

ま

し

い

経

済

の

成

長

発

展

こ
うして
八
0
年
代
前半
に
は 、

「ブォ
1・

タイガl
ズ」
と
か「
フ

ォ
1・
ド
ラゴ
ン
ズ」、
あ
るい
は中

間
の「四
人組」
に
な
ぞら
えて 、

「
ギャ
ン
グ・
オ
プ・
フォ
ア」
な
ど

と
呼ばれ
なが
ら、
シン
ガ
ポ
ー

ル 、

香潜 、
台
湾 、
斡
国
とい
う
NI
CS

四
カ国（地
域）の経
済的
頭進
が
国際

的に
大いに
注
目さ
れ
た
の
で
あっ

た 。
とこ
ろが 、
法
近 、
石油
をは
じ

めと
する
第一
次
産
品
価絡
の
大幅
な

下部や
世
界的な
不況の
た
め
に 、

貿易や
国際金
織へ
の
依存度が
強く

関
内
市坊
の
小さい。
都市隠家。、

シ
ン
ガポ
ールと

香港に
は 、
明ら
か

に
成長の
限
界が
見え
は
じ
め 、
東
ア

ジア
はやはり
「日本・
台湾・
韓国

だ」
とい
う
状
況が
目立
ちは
りめて

い
る。そ

うし
た
な
かで
も 、
台
湾（中
翠

民間〉
の
成
長と
発
展は 、
きわ
めて

印象
的で
あ
り 、
その
経
済
的
なパ
フ

ォ
ーマ

ンス
は
抜
群
なのだが 、
この

市
突が必
ずし
も
広く
認
識されてい

ない
こ
とこ
そ 、
大
き
な
問題
宍
とい

わ
ねば
な
らない。

ま
ず 、
客
観
的
なデ
ータ

に
よっ

て 、
台
湾の
現状
を語っ
てみよ
う 。

世界
的
な
低
成長
時
代に
も
か
かわ
ら

ず 、
本
年
もお
そ
ら
く九i一
O
%の

成
長
率
を
示
すもの
と
見られてい
る

台湾
は 、
い
ま
や五OO
ほ
米
Jを
越

え
る貿易
総額
をも
ち 、
一
人当
た
り

G
NP（
国
民総
涜
鹿）
は 、
昨
年
末で

ゴ一
O
八
O
米
J
に
も
達し
てい
る 。
こ

れ
を
大陸の
中
華
人民共
和国に
比
較

する
と 、
現在の台消
人口
は
約一
九

0
0
万で
あ
る
か
ら 、
大陸中
国の
約

六十
分の一
の
人口
でし
か
ない台
湾

が 、
中
国
大陸
全
体にほ
ぼ
匹
敵
する

貿易は
をも
ち 、
個
人
生活の器
か
さ

を示
ナ一
人当
た
りG
NPで
は 、
十

倍
以
上に
もなっ
てい
る 。
い
わ
ゆ
る

「
開放」
政
策の
議
ぎす
ぎ 、
行き
す

ぎの
た
め 、
現在 、
深
刻な
外貨
不
足

に
陥っ
てい
る中
国に比べ 、
台
湾
は

現在 、
三
五O
抑制米
J
とい
う
大陸中

国の
十倍以
上
と
思
われ
る
外貨
を
保

有して
お
り 、
経
済大
国のわ
が
国に

も
比闘
する
世界第四
位の
外
貨保
有

国に
なっ
てい
るの
だ。
これ
を
対米

貿易
で
見てみる
と 、
昨
年は
約一一一一

O
惚
米
〆
も
台湾
側
が
黒
字に
なっ
て 町．

係
を見
れば 、
むし
ろ
台湾の方
が
先

進国で
あ
る
かの
よ
う
なパ
タ
ー

ンに

さ
え
なり
つつ
あ
るのが
現宍だ
とい

え
よ
う 。安 吾 容

芸 場 品
議？は
Lま ε、

柔 進 欧
議 出 列、i
の

お
り 、
台消
の経
済 、
少な
くと
も貿

易
上の
力
は 、
い
ま
やア
メ
Dカより

も強い
と
古っ
て
も
決し
て
滞
張
で
は

ない 。
し
か
も 、
ど
の
よ
うな
品
目で

台湾
がア
メ
Dカ
か
ら
掠い
でい
る
か

といえ
ば 、
マ
イクロエ
レクトロ
ニ

クス
や
半地
体
など
の
先
端技
術やバ

イ
オ
テ
クノロ
ジ
ー

関
連の
製品
なの

で
あっ
て 、
一
時
期の
よ
うに
繊
維
製

品
や
雌工
業品
を
輸
出
し
てい
るだけ

で
は
ないの
で
ある 。
ま
し
て
や一
般

に
思
われてい
る
よ
うに 、
バ
ナ
ナや

砂胞
が
主
要
輸出品
目
で
あっ
た
時
代

は 、
も
う
速い
過
去のこと
なの
で
あ

る。
つ
ま
り 、
アメ
Dカと
台湾
の
関
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台
湾
の
高
度
経
済
成
長
を
象
徴
す
る
商

館ピ
ル
か
方
々
に
建
ち
始
め
た

モ
ザ

ア
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I 
貿
易と
比較する
な
らば 、
問
中
貿易

は
その
規
模が
拡大
す
れ
ば
するほど

中
悶側の
赤
字が
悶
え 、
し
か
も 、
巾

闘
は深刻
な
外貨不
足に
附っ
てい
る

の
だか
ら 、
ま
さに好対照
だとい
え

よ
う 。この

よ
うに
見て
く
ると 、
ア
ジア

・
太平
洋時
代の
明るい
ビ
ジョ
ンの

な
かで 、
台湾の
出め
る煎
閉店
性は 、

白
太平
津海域の
裂の
位
包に
あ
ると

い
う
地
政学的
な
地位か
らだけで
は

な
く 、
経済の実力
を示
す
数
字自
身

が
それ
を客観
的に
物
語っ
てい
る 。

だ
か
ら 、
アメ
Dカとの
貿易
障
擦の

解
消に
は 、
日
本
の
みな
ら
ず 、
台
湾

や
純国
など斑ア
ジア諸
国が
全体的

に
対策
を
講じ
なければ
な
らないの

で
あっ
て 、
日本
だ
げが内おを
都大

し 、
日米
貿易廓擦の
解
消につ
と
め

ただけ
で
は 、
もは
や
十
分
な窓
際を

なさな
くな
りつ
つ
あ
ると
い
え
よ

う 。
この
点で 、
私
自
身
も越
本
的に

評
価し
てい
る政
榔
研
の
い
わ
ゆ
る

「
前
川Dポ
lト」

は 、
この
よ
う
な

埠
援な側面
を見
逃してい
るとい
わ

ねばな
らない。

それにして
も 、
七0
年
代初頭の

円
中
国交
正
常
化に
よ
る日
台断交 、

七九年の
米中国交正常
化に
よ
るア

メ
Dカとの
外交
関
係の
断
絶 、
それ

に
先
立つ一
九
七一
年の
関連
か
らの

追
放と 、
過
去十五年間 、
台湾
をと

成功に
よっ
て 、
い
ま
や世
界一
貯
器

準
が高
く 、
世界一
失
業率が
侭い
留

に
な
りつつ
あり 、
続近の版
油
丘 、

低金
利 、
円
一品とい

う傾向
は 、
台
湾

経済に
さ
らに
有
利に
作
用するで
あ

ろ
う 。
円
高に
よっ
て 、
日式
市羽へ

の
参入の
チャ
ンス
も多
く
なるで
あ

ろ
うし 、
アメ
リ
カ市
場で日本
製
品

の
閉がわ
りが
お
こ
なわれ
る
可能
性

も大
き
く 、
ま
たヨ
ーロ
ッパ

市抑制へ

の台
湾
製
品の
進
出
は 、
この
とこ
ろ

すでに
告しい
ものがあ
る。

こ
うし
た
な
かで
命沌は 、
現在 、

ア
メ
リカ
か
らの
台
湾一日
（
新台
幣）

の
迎貸切
り上げ圧力
を受け
てい
る

のだが 、
わ
が国として
は 、
台
湾
と

の
貿
易関係が台
湾側
の入
超に
なっ

てい
て
も 、
それ
を
よ阿
る
貿易
黒字

と経
済の
活力
を台
湾が
示し
てい
る

た
めに 、
安
心し
て
貿易をおこ
なえ

るとい｝つ点で
も 、
数
少ない
抵
摂
な

パ
ート

ナー
で
あ
る 。
この
点
を日中

． 近代的なピノレの問を幹線道路が真っすぐに伸びる台北市

りま
く国
際環
境はあ
ま
りに
も
捗
レ

かっ
た。
だが 、
号つし
た
国
際
的部

立化に
も
か
かわらず台湾
は 、
七0

年
代の二
度の
オイル
危
機を
克
服し

て 、
今日
の
催れた経
済
的パ
フォ
ー

マ
ンス
を示してい
るので
あ
り 、
ま

さに。
台湾の
奇跡。
として伐
くべ

きで
あ
る以
上に 、
台湾の
人々
の涙

ぐましい
努力
を向く評
価し
な
けれ

ばな
る
まい。

台
湾の
指
ね
者と
国民
は 、
この

閥 、
本
当に
よ
く耐えて
き
たの
をあ

っ
た 。

日

本

の

安

全

に

と

切っ

て

も

重

要

し
かし 、
こ
うし
た歴
史的
要
悶に

加
えて 、
国
連 、
I

M
Fあ
るい
は
G

A
T
T
等え
の
公的
な
国際機
関
か
ら

除
外
されて
も 、
一
つ
の
地域 、
一
つ

の
臨海’
が
十
分に
生
存してゆけ
る
よ

う
な
状況にい
ま
や国際
社
会
内身
が

大き
く
変容し
て
きでい
ること 、
間

際

経済社
会の
相瓦依
存・
相瓦
補
完

その
よ
う
な
台湾
の嗣際的孤立化

につ
い
て
は 、
日本
もその
は
任り一

端
を負っ
てい
るとい
わ
ざる
を
得な

いが 、
に
も
か
かわ
ら
ず 、
白帯
断交

後
も台湾
は 、
非政
府交
流・

民間一交

流のチャ
ン永ル
を通じて
経
済的に

も成
長をつ
づけ 、
政
治
的に
も
安定

し 、
社
会的に
も 、
い
ま
や一
般
の
庶

民が自由
に
海外旅
行で
き
る
ほ
ど

（アジ
アに
おいて 、
その
よ
う
な
閣

は
まだ
きわ
めて少ない）
成
熟して

きでい
る。
わが闘
では
その
よう
な

台
湾の
もつ
軍
事な国際的
滋味が
忘

却されが
ちで
あるが 、
もし
も台
湾

が経
済的・
社
会的に
不安定
化し 、

台
湾の現
存がおびや
かされ
ること

に
なれば 、
そ
れはわ
が悶
の
安全
保

障に
とっ
て
も 、
長
期
的な
生帯の
戦

備に
とっ
て
も 、
死
満的
な
な昧
をも

つ
で
あ
ろ
う 。

それでは
な
ぜ 、
台湾が今
回の
よ

う
な
成
果を
収め
得たのだ
ろ
う
か。

それに
答え
るに
は 、
A誌
の
近代化

・
工
業化
の過前向を
腔
史的に
も
闘
顧

し
なければな
らないが 、
ごの
闘が

蒋介
右
政権
下で戦後の東
西冷
戦の

第一
線に
立
ちつつ、
産
業
掛造
の
転

換をい
ち
はやく
述成し
たこと 、
と

くに
台

北政持た足後の
か
な
り
早い

時期に
山
村
人口を
都市に
大法に
脱

収し
て
都市の
工業化
をは
かり 、
そ

の
た
めの
外
資をアメ
Dカな
どか
ら

む極的に
綿
入したこ
と 、
向。
く
早

い

時期に
土地
制度の
改革
をはb
め

と
する民
業
改革に
成
功し
たこと 、

加えて
すでに
ロ本
統治
下に
おい
て

イン
フラス
ト
ラクチャ
ーが

か
な
り

強備され 、
教育水準もきわ
めて
高

かっ
たこと
などが
能
史的
事
実とし

て
指
摘され
なければ
な
らない
で
あ

ろう 。
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＝
骨

ノレ

の
ネッ
ト
ワー
クが
その
よう
な
国際

烈
磁
を
生成
せし
めてい
ること
も同

時
に
指
摘
されね
ばな
ら
ない 。
台
湾

は 、
ま
さに
そ
うし
た
民間レベ
ルの

国際
関係のチャ
ン
ネ
ル
をフルに
活

用し 、
い
わ
ゆ
る 、
民
間の
時
代 、

。
民
活。
時
代の
国
際版とい
え
る
よ

う
なモ
デル
国家に
もな
りつつ
あ
る

ので
あ
る 。
現在 、
台湾
地
域
を統
治

してい
る
中華民
国
は 、
世
界二
十三

カ
国
とし
か
国交
をもっ
てい
ない
に

も
か
かわ
ら
ず 、
世界
の
百四
十
カ国

以
上と
非公
式
で
は
あ
るが実
質的な

諸
関係
をもっ
てい
て 、
舛貨
準
備高

は
世
界第
四
位とい
うよ
う
な閉
口ま

しい路進
を
滋
げ
てい
るのだ 。

H

台

湾

の

現

実
H

を

見

落

と

す

な

この
よ
う
な
現
実
を 、
もは
や
推
も

否定
す
るこ
と
は
で
き
ない。
私は
人

口一
五O
O
万
以
上の
サイ
ズ
を
も

ち 、一
人当
た
りG
NPがこ
00
0

米が
を超
えれ
ば 、
その
幽はほ
ぼ
安

定し
て 、
以
後
順調に
成
長し
て
ゆ
く

（
それ
ま
でに
な
るのが
大変で 、
こ

の
木
安定
期に
はし
ばし
ば
政
変や
瀦

事
クー
デ
タ
ー 、

テロ
な
どが
起こ

る）
とい
う
仮説を
立て
てい
るが 、

この
よ
う
な
指
標に
従え
ば 、
台
湾は

もは
や
安定
成
長の歴
史的
段階に
到

達して
お
り 、
今
後の社
会的
な激変

は
回
避され 、
現在
か
ら二
十一
世紀

に
かけ
て 、
ま
すま
す
光り輝い
て
ゆ

くであ
ろう 。
そ
うであ
る
かぎ
り 、

中
凶
人民
解放慌に
よ
る台湾
解放
な

どはとて
も
無理
で
あ
ろ
う。
半
面 、

中
関
大陪が一
人当
たりGN
P二
0

0
0
米
ぷに）壊することに
で
も
なれ

ば
（
それは
順調に
拡移して
も二
十

一
世
紀中挺だ
ろ
う）
、

社
会
主義
社

会が
その
内
部
か
ら本
格的に
崩れて

ゆ
くで
あ
ろ
う
がっ 、
やが
て
は
国父

・
孫
文の三
民主
義に
よ
る
統一
もあ

るい
は実現
で
き
る
か
もしれ
ない 。

その
よ
う
な可
能性
さ
え
今日の台

湾は
秘めてい
るので
あ
る
か
ら 、
今

後
は
政治的・
社
会的
な
より一
聞
の

柔
軟
性の
確
保 、
金
融の
思い
切っ
た

自
由化な
ど
が迫
られ
る
で
あ
ろ
う

し 、
こ
うし
た
課

題を十
分に
遂
行し

得るだけ
の社
会的
措阿
武と
力自を今

回の台湾
は
すでに
そなえてい
る。

私た
ち臼
本
人は 、
ちっ
とも近い

国ハわ
が
国ヘ
来てい
る留
学
生の
半

分は
台湾
か
らで
あ
り 、
来日
する
外

国
人の
な
かで
も
台湾
か
らの
観
光客

が
第一
位で
あ
る
等え）
で
あ
る台湾

の
存在
を 、
い
ま
や現実
主義の
立
場

に
立っ
て
理解し 、
認識し
なければ

な
ら
ない。

合消の
成功
と
発展は 、
ま
さに
凶

で・・

際社会の一
つ
の
大き
な
客
観
的現
実

なの
で
あっ’て 、
そ
うし
た
現
実を重

視
すべ
きこ
と
は 、
Y
一躍のゴ
ルバ
チ

ョ
フ
性記長
で
さ
え 、
先
般ウ
ラデオ

ス
ト
ク
演説
で
強調し
てい
る 。
中
華

人民共
和国の最
高
指
導者・
部
小
平

主
任
も「
突事求
是」
とい
う一
種
の

現実主
義
を
悶えてい
る ο

日

本

は

内

政

不

干

渉

の

原

則

を

こ
うし
た現
実
主
義に
立つ
な
ら

ば 、
中華
民闘が
中間
企土
を代
表す

るとい
う主
張が威
的とし
て
尉
際
社

会
か
ら指
否され
たことと
同
様に 、

中
華
人民共
和国
が台湾
と
金門・
馬

祖
品お
よび
務
湖
諸
島
を自己
の
統治

下に
白い
てい
るとい
うよ
う
な
主
張

も隊
総とし
て
し
りぞけ
られ
なけれ

ばな
らない。
現に
台泌と
その付
尉

領
域
は 、

中華民国とい
う
ま
ぎれも

ない一
つ
の
国家に
よっ
て
有制に
統

治されてい
る
はかり
か 、
これ
らの

地域が
これ
ま
でに享
受し
たことの

ない
繁栄
を実

際に見てい
るの
で
あ

る
から 、
こ
うした現
実を
無視する

担つば 、
国際社会の深部
の
潮
流
を

見洛
とすことに
なっ
てし
ま
う 。

日本
人として
は 、
大陵中
国に
も

台湾
中関に
も等し
く温
かい
手をさ

しのべ
るべ
きであっ
て 人
それこ
そ

が。
内政
不
平捗。
の
限則に
立つ
こ

と
なのだ 。

‘
現に
私の
ゼミ
ナール
や
読
みに

は 、
北京か
ら来た
留学集も
台北
か

ら来た留
学生も 、
と
もに
机を並べ

て
拳加し 、
仲良く
勉強してい
る。

私は一
人の
教
師として 、
ま
た中
国

研
究者として 、
そのことに
満
足し

て
お
り 、
こ
の
よ
うな
出
会い
こ
そ

が 、
日本
人に
とっ
て
も中
凶
人に
と

っ
て
も 、
大
切なこ
とだと
思っ
てい

る
Q（

な
か
じ
ま

大
教
授
〉

み
ね
お
・

東
京
外
語

H

口駅

活

時

代
H

の

国

家

アジア・太平洋時代の台湾　奇跡の発展とその国際環境　産経新聞-1986.10.10


